
平成29年安全安心なまちづくり関係功労者内閣総理大臣表彰

※（ ）は、推薦者受賞団体（団体名五十音順）

１ 王子防犯ボランティア （警 視 庁）

２ 大森学区連絡協議会 （愛 知 県 警 察）

３ 香芝市 坂自治会 （奈 良 県 警 察）

４ 上小ふるさとの会 （香 川 県 警 察）

５ 上坊所地区青少年サポートパトロールの会 （佐 賀 県 警 察）

６ 京都府警察ネット安心アドバイザー （京 都 府 警 察）

（ ）７ くじらっこ見守り隊 秋 田 県 警 察

８ 特定非営利活動法人こども見守り隊 （岐 阜 県 警 察）

９ 大和女性防犯会 （神奈川県警察）

（ ）10 和気地区更生保護女性会 法 務 省

平成29年10月13日 於：首相官邸



功 績 概 要

推 薦 者 警 視 庁

団 体 名 王子防犯ボランティア

所 在 地 東京都北区

代 表 者 鈴木 將雄

平成６年、地域の防犯意識の高揚、積極的な防犯

活動の推進を目的に発足。

構成員が千名を超える大規模な団体であるが、支

。 、 、 、部制を導入して組織を確立 また 役員会 研修会

防犯講習会、防犯座談会等を開催し、会員の士気高

揚を図るとともに、組織の活性化を図る。

（ ）支部ごとに翌月の防犯パトロール 年間約1,700回

を決定して計画的に活動する一方、警察と連携し、

犯罪情勢等に即した柔軟な活動を展開。

功 績 の 概 要 関係機関等と連携して高齢者宅を訪問し、防犯指

（ ） 、導や安否・体調確認を行う 年間約1,000回 ほか

自治会館等において、特殊詐欺等の被害防止に係る

防犯講話（年間約1,300回）を実施。

防犯看板・のぼり旗の設置や、街頭防犯カメラの

、 。設置促進など 地域における防犯環境整備にも配慮

組織的な幅広い活動を展開し、地域の絆の強化と

防犯意識の高揚を図るとともに、空き巣、放火、ひ

ったくり等の連続発生に歯止めを掛けるなど、安全

安心なまちづくりに大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 愛 知 県 警 察

団 体 名 大森学区連絡協議会

所 在 地 愛知県名古屋市

代 表 者 寺田 浩

昭和32年、町内会の役員を中心に活動を開始。平

成16年、学区内のひったくりの急増を機に「防犯安

全パトロール隊」を設置し活動を推進。

毎日の児童の下校時間帯に加え、週２～３回、青

パトを活用した防犯パトロールを実施。

毎月２回、夜間に町内ごとに拍子木を打ち鳴らし

ながら徒歩によるパトロール活動を実施するほか、

買い物、犬の散歩、ジョギング時において、防犯腕

章を着装し、無理のない子供の見守り活動等に従事

功 績 の 概 要 する「ながらパトロール活動」を推進。

、関係機関・団体と連携した特殊詐欺被害防止教室

不審者対応訓練を実施。

子ども１１０番の家マップの作製や児童・生徒と

地域住民の「あいさつ」運動を推進するなど、地域

が一体となった活動を展開。

地域の実情等に配意した組織づくりに努めるとと

もに、構成員の結束や士気高揚を図る活動も行うな

ど、活動の持続性に配慮し、安全安心なまちづくり

に大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 奈 良 県 警 察

団 体 名 香芝市 坂自治会

所 在 地 奈良県香芝市

代 表 者 田中 新八郎

平成９年、街頭犯罪の防止を目的に活動を開始。

平成16年、県内で発生した女子児童が被害者となる

凶悪事件を受け 「地域の力で子供を守る」を合言、

葉に「香芝市・ 坂防犯パトロール隊」を設置し活

動を推進。

平成18年に導入した青パトを活用した夜間の防犯

パトロールを、１日も休むことなく実施。

毎日、小学校から得た下校予定時間に、通学路に

おいて子供の見守り・声掛け活動を実施。

功 績 の 概 要 「あいさつ・声かけ・鍵掛け運動」～チャレンジ

絆～を推進し、住民相互の連帯意識を高め 「絆」、

を深める住民参加型の防犯活動を展開。

ＬＥＤ防犯灯及び街頭防犯カメラの設置など、地

域の防犯環境の整備にも配意。

「あいさつ・声かけ・鍵掛け運動」や、児童・保

護者との合同パトロールを実施し、地域住民と顔の

見える関係を構築するとともに、次世代のリーダー

育成に尽力するなど、安全安心なまちづくりに大き

く貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 香 川 県 警 察

団 体 名 上小ふるさとの会

所 在 地 香川県三豊市

代 表 者 小山 英夫

平成16年、児童の安全確保やふるさと教育を積極

的に行うため発足。

毎日、児童の登下校時に、児童の付き添い、立哨

警戒、徒歩及び青パトによる防犯パトロールを実施

し、犯罪及び事故の未然防止活動を推進。

会員保有の青パトのほか、市役所の青パトを積極

的に借用して運用し、更なる防犯の目を構築。

不定期に校区内のパトロールを行い、危険箇所を

点検・把握するほか、ゴミ拾い、草木の剪定等良好

功 績 の 概 要 な防犯環境を整備。

小学校での不審者対応訓練等の各種行事に積極的

に参加するほか、毎月１回、会報「上小ふるさと」

を児童の家庭、教員等に配布し、活動を周知すると

ともに会員を募集。

また、顔写真入りネームプレートを着用して活動

に従事するほか、小学校と連携して校内に会員の紹

介コーナーを設置し、顔の見える関係を構築するな

ど、地域に根ざした活動を展開し、安全安心なまち

づくりに大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 佐 賀 県 警 察

団 体 名 上坊所地区青少年サポートパトロールの会

所 在 地 佐賀県三養基郡上峰町

代 表 者 重松 規昌

平成16年、町内の「あいさつ日本一運動」に参加

していた地域住民により発足。

地域の公民館を拠点とし、児童・生徒の下校時間

に合わせた通学路における見守り活動のほか、日曜

日に公園等子供の遊び場周辺における防犯パトロー

ル活動を実施。

徒歩に加え、町役場の青パトを積極的に借用して

運用し、効果的な防犯パトロールや不法投棄の監視

等の環境美化活動を実施。

功 績 の 概 要 地域の各種行事に子供の参加を促し、子供が大人

や地域とふれあう機会を醸成するなど、子供の居場

所づくりに配意した活動を推進。

定期的に会員に対するアンケートを行い、会員の

意見を反映して、地域のための更なる活動を展開。

「 、 」 、地域の子供は 地域で守ろう という理念の下

子供見守り活動のみならず、子供との関わりを積極

的に作り出し、地域全体で子供を育てる雰囲気を醸

成するなど、地域に根ざした活動を展開し、安全安

心なまちづくりに大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 京 都 府 警 察

団 体 名 京都府警察ネット安心アドバイザー

所 在 地 京都府京都市

代 表 者 竹内 和雄

平成26年、インターネットが国民生活や社会経済

活動に必要不可欠な社会基盤として定着する中、サ

イバー空間における安全安心を確保するため、それ

まで個々に活動していたボランティアにより発足。

警察と連携し、高校生、大学生、保護者、教員等

を対象としたサイバー犯罪被害防止講演を実施（年

間約100回）するとともに、実施の都度、最新のネ

ットトラブルや意見要望を取りまとめ警察へ報告。

「よくわかる！ネットトラブル対策講座」やスマ

功 績 の 概 要 ホの安全な利用を考えるシンポジウム等における講

演、サポートを実施。

活動内容や情報モラル等に関し、ＳＮＳ等を活用

して情報発信に努めるほか、企業等と連携した啓発

動画や情報モラル教材の制作など、積極的な広報啓

発活動を推進。

通常の活動に加え、教育機関と連携した各種イベ

ントを通じた生徒への指導等を推進し 「高校生サ、

」 、イバー防犯ボランティア団体 の設立に携わるなど

安全安心なまちづくりに大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 秋 田 県 警 察

団 体 名 くじらっこ見守り隊

所 在 地 秋田県男鹿市

代 表 者 夏井 智

、 、 、 。平成17年 地域住民 教員 保護者等により発足

毎日、児童の登校時における見守り活動に加え、

下校時間帯における青パトによる子供の見守り、防

犯パトロールを実施。

学校等と連携し、隊員が企画立案した「児童の引

き渡し訓練」及び「不審者対応訓練」を実施。

毎年、児童及び保護者とともに、防災ウォーキン

グを実施し、校区内の危険箇所を確認して地域で周

知するとともに、児童と意見交換を行い、防災安全
功 績 の 概 要

マップの見直しを実施。

学校等と連携し 「くじらっこスクールボランティ、

アありがとう集会」を開催して児童等と顔の見える

関係を構築するほか、他団体との合同研修会の開催

、 。により意見交換を図るなど 隊員の士気高揚を図る

「地域の子供は地域で育てる」という強い気持ち

の下、毎日の児童の見守り活動等地域に根ざした地

道な活動を推進し、安全安心なまちづくりに大きく

貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 岐 阜 県 警 察

団 体 名 特定非営利活動法人こども見守り隊

所 在 地 岐阜県不破郡垂井町

代 表 者 渡邊 直文

、 。平成20年 地域が協働して子供達を守るため発足

児童の下校時間に合わせ、町内の全７小学校の通

学路において、見守り活動及び青パトによる防犯パ

トロール活動を実施するほか、週１回の夜間及び夏

季休校期間中のパトロールを実施。

各種防犯パトロール活動で把握した危険箇所のう

ち 「入りやすくて見えにくい」箇所に対し、青パ、

トによる立寄り駐留警戒を実施。

独自に作製した防犯かるたを活用し、地域住民が
功 績 の 概 要

参加する「防犯かるた大会」の開催を始め、ホーム

ページや会報誌を活用した団体活動の周知など、地

域住民の防犯意識の高揚を図るとともに、団体の活

動に対し、地域住民の理解と協力を得ている。

「自分たちで考え、自分たちで行動し、自分たち

で守る」ことを理念とし、地元企業の支援も受けな

がら、多岐にわたる地域住民の参加・体験型の活動

を推進して、地域と一体となった幅広い防犯活動に

より安全安心なまちづくりに大きく貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 神 奈 川 県 警 察

団 体 名 大和女性防犯会

所 在 地 神奈川県大和市

代 表 者 小菅 陽子

、 、平成10年 きめ細やかな防犯活動を推進するため

女性による防犯団体を発足。

毎日、登下校時間帯に、通学路、遊び場等におい

て、女性の目線からの声掛けなど、子供の見守り活

動を実施するほか、子供対象の防犯教室を開催。

毎月、定期的に関係機関・団体と連携し、歓楽街

における夜間の合同パトロールを実施し、違法な客

引きの警戒や違法広告物の除去等を推進。

社会福祉協議会等と連携し、高齢者に対する振り

功 績 の 概 要 込め詐欺等の被害防止に関する防犯講話や金融機関

等における声掛けなど、特殊詐欺被害防止を推進。

中学生・高校生が行う防犯ボランティア活動に積

極的に参加し、合同で活動するとともに、ノウハウ

を伝承するなど、次世代のリーダーを育成。

代表者らが平成16年に結成した「神奈川県女性防

犯連絡協議会 における研修 情報交換を図り 無」 、 、「

理をせず、楽しく防犯」をモットーに、きめ細やか

な防犯活動を展開し、安全安心なまちづくりに大き

く貢献。





功 績 概 要

推 薦 者 法 務 省

団 体 名 和気地区更生保護女性会

所 在 地 岡山県備前市

代 表 者 嶋村 定子

昭和29年、犯罪や非行からの立ち直り支援に向け

て発足。

毎週月曜日に小・中学校の通学路において、児童

・生徒の見守り活動・挨拶運動を実施。また、夏休

み前には、地区保護司会、地域安全推進委員等と連

携し、小・中学校の校門等において、児童・生徒の

見守り活動・挨拶運動を実施し、児童・生徒の安全

確保と健全育成に尽力。

毎月第２・第４金曜日と20日を「犯罪０の日」と

功 績 の 概 要 して、警察署が主催する地域の６駅周辺における挨

拶運動のほか 「三かけ運動～鍵掛け！声かけ！心、

がけ！」に積極的に参加し、犯罪防止に関する広報

啓発活動を実施。

小学校等の参観日等における未就学児の託児ボラ

ンティア活動、小学校等における本の読み聞かせ、

公民館における高齢者の健康づくり介護予防活動・

生きがいづくり活動等、地域に密着した幅広い活動

により、地域の絆を強固にし、安全安心なまちづく

りに大きく貢献。






